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　琵琶湖でカビ臭物質が最初に発生したのは
昭和44年でした。その年に発生したカビ臭物質
は淀川下流まではその影響を受けませんでした
が、翌年6月の神崎浄水場に到着した水から異
臭が感じられました。ただちに活性炭の投入など
の対策を行いましたが、臭いを完全に取ることは
できませんでした。

淀川の水質悪化
　水源を淀川に移してから浄水処理の問題と
なるような水質汚染はありませんでしたが、昭和
30年頃から淀川流域の工業の発展と人口増加
に伴って汚染が急速に進みました。それにより
水質異常による事故が増加したため、尼崎市で
は水質試験車を導入してまちなかでも車内で水
質分析できるような取り組みも行いました。

　7月29日（日）に台風12号の影響により中止された通水100周年記念神崎浄水
場開放イベントが、10月7日（日）に復活します。尼崎の水道について楽しく学んで
もらえる内容となっておりますのでみなさまぜひお越しください！
　イベント内容についてはホームページで掲載していますのでご覧ください。

　今年、尼崎市の水道が誕生して100年を迎えるため、
記念式典を実施します。市民のみなさまにも参加して
いただけるよう、アトラクションなどもありますので、ぜ
ひお越しください。

日本初のオゾン処理施設

最新鋭の技術で水質管理に取り組んでいます

琵琶湖でカビ臭物質が発生

　カビ臭物質の発生について長期化・多発化することが予想され
たことから、カビ臭物質への対策として、メーカーの協力を得てオゾ
ンで臭いを取る実験を開始し、昭和48年に日本で初めてオゾン処理
施設が完成しました。

　神崎浄水場では、より精度の高い試験機器を導入し、水質の管理に取り組んできました。平成
10年にはオゾン処理と粒状活性炭を併せた高度浄水処理施設を建設し、安全で安心に加え、お
いしい水道水の供給に努めています。
　平成27年には水道水質試験結果の精度と信頼性を保証する認証制度「水道ＧＬＰ」の認定を
取得しました。今後もみなさまに信頼される水道水づくりに取り組んでいきます。

記念式典のご案内

10月7日●日  10:00～16:00 神崎浄水場 尼崎市次屋４丁目6-1

⬅中面もご覧ください。

現在
でも

　平成30年10月1日で尼崎市に水道ができて100年になります。
　現在のように安全で安心して使える水道になるまでには、大変な苦難の
道のりがありました。
　今回は前号に引き続き、尼崎市水道のあゆみを3回に分けて紹介する
企画の第3回目をご紹介します。

車内で水質分析する様子

オゾン発生器

に選ばれました !

日本の

神崎浄水場開放イベント復活!!復活!!

●グラスハープの演奏
●尼崎市水道100年を振り返るスライドショー　
●セレモニー●青少年音楽隊（吹奏楽）の演奏　
●書道パフォーマンス

平成30年10月21日●日  13：30～15：00（開場13：00）
アルカイックホールオクト

（尼崎市昭和通２丁目７－１６）（先着300名）

内容（予定）

▲QRコード
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